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             (キッズ防災パート３) 
                                                   ２０２４年０３月２０日 

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

1. 開催日時 

 

 

 

 

 

 

２． 開催目的／実験の内容 

      次の主旨で実験室は開催され、実験内容は下記３項に示す内容が行われました。 

南街・桜が丘地域防災協議会本部も参加しましたので、以下参加報告致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 実験室の内容 

   実験室は下記の内容の説明及び大変分かり易い各種実験(確認)が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

      ⑤ 鉄道が動かなくなる         
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実験会場の外観  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実験の見学(説明) 

 

 

(a)  富士山が今後噴火した場合の状況 

林センター長が下記のパネルを使用して説明されました。 
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(b)  噴火の種類 

      下記の２種類があります。  

      

 

                               火砕物噴火型  
                                火山灰を吹き出す

タイプの噴火です。 

(偏西風に乗り関東

平野一面に降灰し

甚大な被害を発生

させる) 

(被害予想地域は左

図の通り) 

 

 

 

 

 

溶岩流噴火型 

                               熔岩を流し出すタイ

プの噴火です。(溶岩

流は富士山の周りに

流れてくる可能性が

ある) 

(被害予想地域は左

図の通り) 

 

 

 

 

 

 

 

      実際の熔岩サンプル 
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(c)  火山についての基礎知識の説明 

      下記資料により説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 火山灰の特性について他の砂と比較して説明させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磁石を使用しての実験(鉄分の含有を確認) 

                         

 

 

 

火山灰の 120 倍の顕微鏡を使用しての

目視 

 

 

(火山灰が一番鉄分を含んでおりました) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      種々の鉱物を含んでいる頃が判りました 
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  通常のトレイの上；車は走る事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 火山灰の上；車は停車したままで走り出す事が出来ませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記の３種類の砂を「綿玉」に付着させた場合の実験を行いました。 
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   綿玉；これに砂を付着させて水で洗い落としました。 

 

 

 

 

 

                                  水洗い作業 

                                 

 

 

 「綿玉」水洗い結果(2分割して内部を観察) 
 

  内部迄浸透している 

                内部には浸透していない    

                             内部には浸透していない  

 

 

 

 

 

 

 

                                すな(通常) 

                   富士砂 

   火山灰 

 

 

 

 

  ５ｍｍ以上堆積すると車輪と線路が絶縁状態となり 

  電気信号が通電出来ず、車両は運転不能となります。 

 

                     拡大図(線路に火山灰が堆積した状態) 
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